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1 製品の説明
1.1 機能
車いすは、1 名が座面に座って移動する事のみを目的としています。
車いすは屋内と屋外の両方で、固い地面の上で使用できます。

1.2 製品概要

1 プッシュハンドル 7 フットプレート

2 バックサポートカバー 8 キャスター
3 サイドパネル 9 キャスターフォーク

4 クッション（オプション） 10 クイックリリース

5 座シート 11 ブレーキ

6 クロスブレース 12 リヤホイール

2 Product description
2.1 Function
The wheelchair is intended exclusively for transporting one person on the seat.
The wheelchair can be used on solid ground both indoors and outdoors.

2.2 Product overview
1

Maximum load: 180 kg

1 Push handle 7 Leg support
2 Back support, back support upholstery 8 Caster wheel
3 Side panel 9 Caster fork
4 Seat with seat cushion 10 Release button for quick-release axle
5 Seat pad 11 Wheel lock
6 Frame with crossbrace 12 Drive wheel with handrim
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耐荷重：180 ｋｇ
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2 使用目的
製品の安全な仕様は、この「取扱いの手引き」に含まれる情報に従った使用する場合にのみ保証されます。利用者は、事故の無いよう
に操作を行う責任があります。

2.1 車いすの使用について
車いすは、歩行能力に一時的または永続的な制限があり、歩行不能または立位が困難な方が、本人または介助者によって屋内及び屋
外で日常的に使用することを目的としています。
この製品は身体の解剖学的構造（身体寸法や体重など）が製品の適応範囲内で、皮膚組織に損傷の無い方の仕様に適しています。
車いすには、製品オーダーフォームに記載されているオプションのみが使用できます。オットーボックは他メーカーの医療機器または付属
品の組み合わせによって生じる不具合や事故には責任を負いません。他社製品との併用はご利用者の責任となります。

2.2 適応範囲
軽度または顕著な移動制限のある方

2.3 禁忌事項
2.3.1 絶対的禁忌
不明

2.3.2 相対的禁忌事項
身体的、または精神的要件を満たしていない場合

3 安全に関する注意事項
3.1 安全に関する注意事項の記号

　　　　　　　　　　　事故や障害の可能性がある重大な危険性に関する警告

　　　　　　　　　　　事故や障害の可能性がある危険性に関する警告

　　　　　　　　　　　技術的損害の可能性に関する警告お知らせ

警告

3.2 総合的な安全上の注意事項
3.2.1  使用に関する安全上の注意
▶ 製品の使用を練習する際は、必ず介助者が立ち合いのもと行ってください。この場合、介助者は製品の使用方法を理解し、製品の操

作に責任を負い、サポートを行ってください。
▶製品は、その耐用期間中、お住いの国の法律にしたがって使用してください。
▶耐荷重を超える人・物を載せて使用しないでください。
▶特定のアクセサリーやオプションが荷重に含まれることも注意してください。
▶荷物（バックパックなど）を取付けると、安定性に悪影響を及ぼす可能性がありますので、製品に追加の荷重を吊り下げないでください。
▶ 認知障害のある方が製品を使用をする際には、絶対に目を離さないでください。ベルトや小部品等が緩んだ際に、圧迫や窒息を起こ

す危険性があります。
▶梱包材は、環境に配慮した方法で廃棄してください。また、小さなお子様の手の届かないところに置いてください。
▶製品を持ち上げる際は、確実に固定されたところを持ってください（本体フレームなど）
▶ 技術者以外の方が、本体のセッティングを変更しないでください。本てびきの「製品の使用について」おいて、使用者向けに説明され

ている設定のみが変更可能です。問題が発生した場合は、技術者やご購入の販売店に連絡してください。
▶ 故障や不具合、その他の危険性が検出された場合、製品の使用を直ちに中止してください。車椅子の動作がコントロールできなかったり、

納品時の状態から明らかに異なるような音やにおいが発生した場合も同様です。直ちに購入された販売店に連絡してください。
▶車いすの乗降時は、必ずブレーキをかけてください。
▶車いすの乗降時に、フットパネルに乗らないでください。
▶ 車いすの仕様によっては、使用者の操作性を高めるために、車いすが後方に傾きやすいセッティングとなっている場合があります。身体

状況や精神状態が変化した場合、その設定で使用できなくなる場合があります。ご購入の販売店に直ちにご連絡ください。
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▶ 車いすに乗った状態で前かがみになる場合（移乗時や、靴の紐を結ぶときなど）は、車いすの安定性が最大になるようにしてください。
その為には車いすを後方に押して、キャスターが前方を向くようにしてください。

▶利用者は、物に手を伸ばすときに、シートから大きく傾き過ぎないようにしてください。
▶ 製品には、使用者の手などを挟んだりする可能性のある可動部品が含まれています（バックサポートの角度調整やブレーキなど）。可

動部の間には手を入れないでください。
▶ 医療機器による診断・検査や治療を行う場合、車いすがそれらの医療機器に不適切な作用を及ぼす場合があります。その場合、診断・

検査や治療は医療機器に定められた条件下で行ってください。
▶車いすを極端な温度環境に置かないでください（長時間の直射日光、サウナ、暖房器具の近く、長期間の極寒環境など）。
▶極端な温度環境で製品に触れると、低体温症や火傷を起こす恐れがあります。
▶車いすの使用前および使用中に、製品と接触している部分の皮膚に損傷が無いかを確認してください。
▶ 皮膚に過度の負荷がかかると、皮膚の損傷や痣が生じる可能性があります。皮膚の状態の確認と圧力分散には細心の注意を払っ

て下さい。皮膚に損傷が生じた場合、直ちに使用を停止し、医療従事者にご相談ください。
▶座面やバックサポートのカバー、クッション、パッド等に損傷が生じた場合は、直ちに交換してください。
▶泥や土、塩分は車いすやパーツ（ベアリングやジョイントなど）を損傷させる可能性があります。
▶全ての火気、特に火の付いたタバコをシートやバックサポートカバー、クッションに近づけないようにしてください。

3.2.2  一般事項
▶最初は平らで広い所で練習を行ってください。
▶介助者の補助を受けながら、重心の変化（坂道の上り下りや段差越えなど）が車いすの挙動にどのように影響するかを確認してください。
▶可能であれば、横方向からの移乗を推奨します。
▶駆動時は、リヤホイールとブレーキの間、およびリヤホイールとサイドパネルの間に手を入れないでください。
▶駆動時は、リヤホイールのスポークに手を触れないでください。
▶ ハンドリムを使ってスピードをコントロールする際は、ハンドリムが発熱し、やけどを起こす可能性があることに注意してください。高速

で車いすを操作する際には、グローブを着用してください。
▶状況に応じてスピードを調整し、危険な場所、下り坂、段差を超えるときなどは適切にスピードを落としてください。
▶後方への進行は、短距離で平坦な路面でのみ行ってください。
▶ 介助者によって段差越えを行う場合は、プッシュハンドルのみを使用してください。必要に応じてオプションのティップアシストも使用し

てください。介助者は、適切な姿勢で両手でしっかりとプッシュハンドルを握る必要があります。
▶ 夜間など暗い所で車いすを操作する場合は、明るい色の反射材付きの衣服を着用してください。またはライトなどを着用してください。

車いすについている反射材がしっかり見えるかどうか、確認してください。
▶ 公共個通期間を使用する場合は、ご使用のエリアで適用されている法的要件や公共交通機関の安全に関する指示を常に順守してくだ

さい。
▶ 公共交通機関する場合では、常設の座席をご利用ください。車いすを座席として使用する必要がある場合は、指定された車いす用スペー

スと備え付けの安全装置を利用し、常に所定の位置に確実に固定されていることを確認してください。

段差・縁石・線路などへの対応
▶利用可能な設備（スロープや段差解消機）がある場合は、使用をお勧めします。そのような設備がない場合は、補助を依頼してください。
▶ 障害物を横断する場合には、前輪を上げてください。車いす操作の経験が十分でない場合は、転倒防止装置を使用するか、介助者の

補助を受けて安全を確保してください。
▶障害物には直角に進入してください。
▶高い段差を飛び降りないでください。
▶障害物を超えるときは、車いすから身を乗り出さないでください。
▶エスカレーターは使用しないでください。
▶踏切では、レールと道路の隙間にキャスターがはまらないようにしてください。
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スロープへの対応
▶ 製品ごとに設定された最大傾斜の範囲内で、段差越えやスロープを走行するようにしてください。アバンギャルド XXL が使用可能な最

大勾配は 7° (12.3%) です。
▶スロープを走行中に、段差越えを行わないでください。
▶ スロープを時や段差越えの場合は、座面角度を水平に近づける必要がある場合があります。スロープを下るときは、座面角度を少し

後ろに傾けることをお勧めします。
▶スロープや傾斜面で、車いすの乗り降りをしないでください。
▶使用者が車いすに座った状態で、スロープや傾斜面で停車しないでください。
▶ スロープや傾斜面を降りる際には後ろ向きに進まないでください。介助者が操作する場合で、短時間スロープを使用する場合（車から

降りる場合など）は除きます。

3.3 副作用について
車いすの使用に際し、下記の様な副作用が起こる場合があります。
▶首や筋肉・関節の傷み
▶循環機能障害・褥瘡
　このような副作用が発生した場合は、医療従事者（医師・セラピスト）にご相談ください。

3.4 ラベル表記について
製品名は、製品に張り付けられたラベルによって識別できます。スペアパーツや付属品について問い合わせや注文をする場合、特にシリ
アルナンバーが必要になる場合があります。
ラベルは、クロスブレースまたはフレームに貼付けられています。

ラベル 意味

A 製品名

B CE マーク

C 最大耐荷重

D メーカー情報

E シリアルナンバー

F 製造年月

G 医療機器マーク

H
警告（使用前に取扱いのてびきを読む必要がある事。特に安全に関する事項を
遵守する事）

I 製品の品番

J シリアルナンバー

K Global Trade Item Number

福祉車両等に車いすを固定する際、固定用ハーネスやベルトを取付ける固定点。
本製品は、このマークが製品の固定点に取付けられている場合にのみ、身体に
不自由のある方を輸送するための車両の座席として承認されます。
固定に関する詳細は、「7.21　福祉車両での使用」　を参照してください。

► The wheelchairs in this series comply with the minimum technical requirements for wheelchairs transportable
by train. Please note that it is possible that not every individual wheelchair will fulfil the minimum requirements
due to the variation in designs (please see see page 38 for further details).

Obstacles (steps, kerbs, tracks)
► Use available technical equipment (e.g. ramps, lifts) to negotiate stairs and obstacles. If such facilities are not

available, ask attendants to help you.
► Raise the front wheels before crossing obstacles. If you are inexperienced, use an anti-tipper and/or have an

assistant or attendant help or secure you.
► Approach obstacles at right angles and drive over them in one go.
► Do not “jump” the chair down from higher surfaces.
► Do not lean out of the wheelchair while crossing obstacles.
► Do not use escalators.
► Negotiate level crossings so the caster wheels cannot get caught in the gap between the rail and the road sur

face.

Inclines and downslopes
► Cross obstacles or negotiate inclines or downslopes only if they are within the permitted maximum limits. For

more information, see the section "Technical data" (see page 37).
► Do not cross over any obstacles while driving on inclines and downslopes.
► Before negotiating slopes or crossing obstacles, the seat tilt must be lowered (horizontal position of the seat).

It is advisable to incline the seat tilt slightly to the rear when driving downhill.
► Avoid getting into or out of the product on inclines and downslopes.
► Never park the product on slopes when the user is in the seat.
► Do not drive downhill backwards. Briefly manoeuvring on ramps is permitted with supervision (for example,

when exiting a vehicle for transporting persons with reduced mobility).

4.3 Side effects
The following side effects may occur during use of the product:
• Neck, muscle and joint pain
• Circulatory disorders, pressure sores
Contact a doctor or therapist in case of problems.

4.4 Nameplate and warning labels
The product can be clearly identified by the information on the nameplate. In case of enquiries and orders for spare
parts and accessories, the product's serial number in particular must be kept ready.
The nameplates are found on the frame.

Label Meaning
A Name of the product
B CE marking
C Maximum load (see section “Technical data”)
D Manufacturer information/address
E Serial number1)

F Manufacturing date2)

G Symbol for medical device
H WARNING! Read the instructions for use before using the

product. Observe important safety-related information
(e.g. warnings, precautions).

I Manufacturer’s reference number for the product variant
J Serial number (PI)3),1)

K Global Trade Item Number (DI)4)

1) YYYY = year of manufacture; WW = week of manufacture; PP = production site; XXXX = sequential production
number
2) YYYY = year of manufacture; MM = month of manufacture; DD = day of manufacture
3) UDI-PI to GS1 standard; UDI = Unique Device Identifier, PI = Production Identifier
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Safety

4) UDI-DI to GS1 standard; UDI = Unique Device Identifier, DI = Device Identifier

Label Meaning
Fixation point to attach the product in vehicles for transporting
persons with reduced mobility.
The product is approved as a seat in a vehicle for transporting
persons with reduced mobility only if this symbol is stuck onto
the fixation points of the product.

5 Delivery
5.1 Scope of delivery
• Wheelchair ready for use
• Instructions for use (user)
• Instructions for use for accessories (depending on equipment)

5.2 Options
The standard model can be fitted to the user's personal requirements thanks to a large range of options. For use of
these options: see page 11 ff.

5.3 Storage
5.3.1 Storage during daily use
The product must always be parked so it is protected against external influences.

5.3.2 Storage during extended disuse
The product must be stored in a dry place. Specific information for extended storage: see page 37.
It is not necessary to disassemble the product. 
Maintain sufficient clearance from sources of heat. If the product is parked for an extended period of time or the
tyres overheat (e.g. in the vicinity of radiators or in case of exposure to strong sunlight behind glass), the tyres may
become permanently deformed.
During extended storage, the knee lever wheel lock on wheelchairs with PU tyres (= tubeless tyres) must be
released since tyre deformation may otherwise result.

6 Preparing the product for use
6.1 Assembly

CAUTION
Exposed pinch points
Crushing, pinching due to incorrect handling
► When folding the wheelchair out or together, only grip by the specified components.

CAUTION
Failure to verify readiness for use before putting into service
Tipping, falling due to incorrect adjustment or installation
► Before you start using the wheelchair for the first time, check the selected wheelchair settings with the sup

port of qualified personnel.
► After every assembly, check the drive wheels are properly mounted. The quick-release axles must be firmly

locked in the quick-release axle mounting.
► Pay particular attention to the stability against tipping, free running of the drive wheels and correct function of

the brakes/wheel locks.
► Check the tyre pressure. The correct tyre pressure is printed on the sidewall. Ensure that the pressure is the

same in both tyres. 

INFORMATION
On the topic of disassembly/transport: see page 27.
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4 製品の配送
4.1 状態

・　　車いす本体はすぐに使用できる状態で配送されます。（リヤホイール・フットサポートは取り外されている場合があります）
・　　取扱いのてびきが同梱されています。
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4.2 オプションについて
車いすにはご注文内容に応じてオプションが取り付けられています。それぞれのオプションの使用方法については、 「7. 製品の使用につい
て」をご参照ください。

4.3 保管
4.3.1 日常使用時の保管について
外部環境の影響から保護されるように保管願います。

4.3.2 長期間使用しない場合の保管について
製品は乾燥した場所で保管してください。製品を分解する必要はありません。
長期間動かさなかった場合やタイヤ・キャスターが加熱した場合、タイヤが変形し復元しない場合があります。また、PU タイヤ（ノンパ
ンクタイヤ）の場合、長期間使用しない場合にブレーキを解除してください。ブレーキをかけた状態で保管すると、タイヤが変形する可
能性があります。

5 製品を使用する準備
5.1 組立

露出した挟み込み箇所
不適切な場所を持って操作すると、手を挟む危険性があります。
▶製品を折りたたむ際や開く際は、指定の場所を持って操作してください。

使用前に準備が整っていることを確認しない
不適切な調整による転倒や落下の危険性
▶製品を初めて使用する際は、指定した設定の通りになっていることを確認してください。
▶ リヤホイールの取付後は、毎回正しく取付けられていることを確認してください。クイックリリース車軸が確実に取付けられているこ

とを確認してください。
▶転倒に対する安定性やブレーキが確実に効くことを確認して下し亜。
▶ タイヤの空気圧を確認指定下さい。適正空気圧やタイヤの側面に表示されています。また、左右のタイヤの空気圧を同じにしてくだ

さい。

分解・輸送については「7.20 分解と輸送」をご参照ください。
情報

車いすを使用可能な状態にするには、いくつかの簡単な手順を行うだけです。
1)  リヤホイールを車軸マウントに取付けます（図 2）.
　　→クイックリリース車軸のボタンを押しながら
　　→リヤホイールを車軸マウントに取付け、ボタンを離します。
　　→ボタンを離した状態でリヤホイールを引っ張り、外れないことを確認してください。
2)  車いすを広げます。
　　→固定ストラップを外します（図 3）
　　→手のひらで、車いすが開くように押して開きます（図 4）
　　→座パイプが樹脂製のクリップにはまるように、手のひらで座面の端を下に押してください。
3)   レッグサポートを取付けます（外している場合）。フットプレートを開きます。1 枚式フットパネルの場合は、フットパネルの端がレッグサポー

トの受けにはまっていることを確認してください。2 枚式フットパネルの場合は、左右のフットパネルを繋ぐ金具がはまっていることを確
認してください。

4)  クッションをセットします。
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It takes just a few simple steps to prepare the wheelchair for use:
1) Attach the drive wheels to the quick-release axle mounting (see fig. 2):

→ Press the button on the quick-release axle.
→ Attach the drive wheel to the quick-release axle mounting and release the button on the quick-release axle.
→ The quick-release axles must not be removable after the press button is released.

2) Unfold the wheelchair:
→ Loosen the safety strap (see fig. 3).
→ Push the wheelchair apart with the flats of your hands (see fig. 4).

INFORMATION: While next to the wheelchair, tip it slightly towards you and press on the edge of
the seat upholstery closest to you.

3) If necessary: Attach the leg supports (see page 13).
Fold down the foot plates. With a single-panel foot plate, make sure the support of the foot plate is locked into
the receiver (see fig. 5; see page 12).

4) If necessary: Fit the seat cushion (see page 14).

2 3

4 5

7 Use
7.1 Further instructions for use
• The recommended overall width for manual wheelchairs in an operational state is 700 mm. This specification

should ensure unhindered use of escape routes, for example. Note that the product dimensions can exceed the
recommended values for dimensions and the movement range of manually powered wheelchairs in variants
with very large seat widths (see see page 37 ff.). 

7.2 Getting in and transferring
Users can choose the method for getting into and out of the wheelchair which is most suitable for them. The
respective procedure should be discussed and practised with a therapist.
As a rule, the frame tubes, seat bottom or side panels can be used as supports for getting into the wheelchair.
If getting in independently is not possible, transferring or getting in always has to be performed with the help of an
assistant. The manufacturer also offers transfer aids for getting in, such as transfer boards.
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6 製品の使用
6.1 全幅について
車いすを広げた状態の全幅を確認し、例えば避難経路を通れるかどうかなどを確認してください。

6.2 移乗について
使用者は、様々な移乗方法から、セラピストと相談の上、適切な方法を選ぶことができます。原則として、本体フレーム、シート、サイ
ドパネルを移乗のためのサポートとして使用することができます。
一人で移乗ができない場合は、必ず介助者の補助のもと移乗動作を行ってください。必要に応じてトランスファーボード等の補助具を使
用してください。

6.3 レッグサポート／フットパネル
レッグサポートとフットパネルは利用者の下腿をサポートするものです。レッグサポートの高さやフットパネルの角度は、利用者の身体状
況に合わせて、技術者によって調整されます。

1 枚式フットパネル（図 6）
フットパネルの奥行は 125mm または 160mm となります。

2 枚式フットパネル（図 7）
左右のフットパネルは、中央のジョイントによって連結されます。フットパネルの奥行は 160mm となります。
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ロッキングデバイス（図 10）
ロッキングデバイスは、1 枚式フットパネルが意図せず外れてしまわないように固定するオプションです。

調整可能サイドストッパー（図 9）
サイドストッパーは足部がフットパネルから脱落しないようにする金具です。金具位置の調整が可能です。

ヒールストラップ（図 11）
ヒールストラップは使用者の下腿をよりサポートし、足部がフットパネルから落ちるのを防ぎます。

7.3 Legrests
The leg supports support the user's feet.
The height of the leg support has been adjusted by qualified personnel to the length of the user's lower legs. 
The angle of the foot support has been set by the qualified personnel so that it allows the ankles to rest in a com
fortable position.
Different leg support types and other accessories may be installed depending on the order: 

Single-panel, angle-adjustable leg support (see fig. 6)
The depth of the foot supports is either 125 mm or 160 mm.

Segmented, angle-adjustable leg support (see fig. 7)
The foot plates are joined in the centre by a fastening mechanism. The depth of the foot supports is 160 mm.
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Locking mechanism for single-panel foot plate (see fig. 10)
The locking mechanism prevents inadvertent loosening of the foot plate, especially for users with spasticity.

Lateral heel blocks for the foot plate (see fig. 8)
Lateral heel blocks prevent the feet from slipping off the leg supports. They can be combined with all segmented
and single-panel foot plates with a depth of 160 mm.

Adjustable lateral heel blocks for the foot plate (see fig. 9)
Lateral heel blocks prevent the feet from slipping off the leg supports. With this version, the position can be addi
tionally adjusted by qualified personnel.

Heel strap (example: see fig. 11, item 2)
The heel strap offers additional support for the user’s feet. This prevents the feet from sliding off the foot plate into
the danger area.
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7.3.1 Folding the leg supports up and down
1) Hold on to the edge of the foot plate and fold it up (not illustrated).
2) Fold the foot plate down:
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6.3.1 レッグサポート・フットパネルの操作
フットパネルを開く・たたむ際には、フットパネルの端を持ってください。
→ ロッキングデバイス付のフットパネルの場合。レッグサポート外側のリングをひくことで、フットパネルのロックが外れ、折りたたむことが

できます（図 10）フットパネルを開いた際は、ロックがかかっていることを確認してください。
→   1 枚式フットパネルの場合

フットパネルの端が、レッグサポートの受け具にはまっていることを確認してください。
→ 2 枚式フットパネルの場合

中央のジョイントが連結されていることを確認してください（図 11）

→ Only for leg supports with a locking mechanism for single-panel foot plates: Pull out the locking
mechanism and swing the foot plate up (see fig. 10). While folding down, make sure the support of the foot
plate is locked into the receiver.

→ Only for leg supports with single-panel foot plate: Make sure the support of the foot plate is locked into
the receiver. (not illustrated)

→ Only for leg supports with segmented foot plates: Make sure the fastening mechanism of the foot plate
engages (see fig. 11, item 1).
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7.3.2 Removing and attaching the leg supports

Removing the leg supports
1) Fold the foot plate up.
2) Pull back the release lever (see fig. 12, item 1).
3) Remove the leg support:

→ Frame model XXL 2 contoured: Fold the leg support out by 90° (see fig. 12, item 2). Only now can the
leg support be lifted up and off.

→ Frame model XXL 2: The leg support can be removed immediately without swinging it away.

Attaching the leg supports
1) Insert the leg support:

→ Frame model XXL 2 contoured: Hold the leg support 90° out to the side and insert it into the leg support
retainer (see fig. 12, item 2).

→ Frame model XXL 2: The leg support can be inserted into the leg support retainer immediately without
swinging it away.

2) Swing the leg support into the direction of travel until it engages.
3) Fold the foot plate down.
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7.3.3 Removing and fastening the calf strap
The calf strap offers additional support for the user’s legs. It also prevents the feet from sliding off the foot plate
into the danger area. The calf strap can be removed for cleaning.
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6.3.2 レッグサポートの取外し／取付け
レッグサポートの取外し
1) フットプレートを上方にあげます。
2) リリースレバーを引きます（図 12 矢印①）
3) レッグサポートを上方に引き抜いて取り外すことができます。

→ フロントフレームオフセットの場合は、レッグサポートを 90°外側に開いて上方に引き抜いてください（図 12 の②）。取付ける場合も
その位置で行います

→フロントフレーム　ストレートの場合は、リリースレバーを引くだけで取り外すことができます。

レッグサポートの取付け
1) レッグサポートをフレームに差し込みます。
→フロントフレームオフセットの場合は、レッグサポートを 90°外側に開いた状態でフレームに差し込んでください。（図 12 の②）
→フロントフレーム　ストレートの場合は、上方からレッグサポートをフレームに差し込んでください。
2) レッグサポートをまっすぐにし、ロックされたことを確認してください。
3) フットパネルを開いてください。

→ Only for leg supports with a locking mechanism for single-panel foot plates: Pull out the locking
mechanism and swing the foot plate up (see fig. 10). While folding down, make sure the support of the foot
plate is locked into the receiver.

→ Only for leg supports with single-panel foot plate: Make sure the support of the foot plate is locked into
the receiver. (not illustrated)

→ Only for leg supports with segmented foot plates: Make sure the fastening mechanism of the foot plate
engages (see fig. 11, item 1).

10 11

7.3.2 Removing and attaching the leg supports

Removing the leg supports
1) Fold the foot plate up.
2) Pull back the release lever (see fig. 12, item 1).
3) Remove the leg support:

→ Frame model XXL 2 contoured: Fold the leg support out by 90° (see fig. 12, item 2). Only now can the
leg support be lifted up and off.

→ Frame model XXL 2: The leg support can be removed immediately without swinging it away.

Attaching the leg supports
1) Insert the leg support:
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swinging it away.

2) Swing the leg support into the direction of travel until it engages.
3) Fold the foot plate down.

12

7.3.3 Removing and fastening the calf strap
The calf strap offers additional support for the user’s legs. It also prevents the feet from sliding off the foot plate
into the danger area. The calf strap can be removed for cleaning.
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6.3.3 カーフストラップ
カーフストラップ（図 13）は、ユーザーの下腿が後方に脱落するのを防ぐベルトです。カーフストラップは簡単に着脱ができます。
カーフストラップの取付け
1) 両端の面ファスナーを開きます。
2) カーフストラップをレッグサポートのフック（図 14-1）に通します。
3) 適度な長さでカーフストラップを折り返し、面ファスナーで長さを固定します。

カーフストラップの取外し
1) 両端の面ファスナーを開きます。
2) レッグサポートのフックからカーフストラップを外します。

Attaching the calf strap
1) Open all hook-and-loop closures.
2) Pass the calf strap through the eyelets on the swivel segments (see fig. 14, item 1).
3) Adjust the length and fasten the hook-and-loop closure (not pictured).

Removing the calf strap
1) Open all hook-and-loop closures.
2) Remove the calf strap from the frame tube.
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7.3.4 Adjusting the leg support
Further adjustments may be made only by qualified personnel. 

7.4 Seat and back upholstery
The product is equipped with seat and back upholstery. Hook-and-loop fasteners on the seat upholstery are used
to attach the seat cushion. The seat cushion ensures pressure relief during use of the wheelchair. It was chosen by
qualified personnel according to the needs of the user.
The seat upholstery on model XXL 2 has an additional pocket with a hook-and-loop closure under the seat bottom
(see fig. 15).
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7.4.1 Removing and fastening the seat cushion
The seat cushion can be removed for cleaning. 
After cleaning, the seat cushion is placed on the seat upholstery and secured against sliding by pressing it onto the
hook-and-loop fastener on the seat upholstery.
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6.3.4 レッグサポート・フットパネルの調整
さらに調整を行いたい場合は、ご購入された販売店にご相談ください。

6.4 座シートとバックサポートカバー
車いすには座シートとバックサポートカバーが装着されています。座シート上面には面ファスナーがあり、クッションを固定することができ
ます。使用するクッションについては、医療関係者にご相談ください。
オプションの「ビジネスシート」を選択すると、座シート下にポケットが追加されます（図 15）

6.5 バックサポート

Attaching the calf strap
1) Open all hook-and-loop closures.
2) Pass the calf strap through the eyelets on the swivel segments (see fig. 14, item 1).
3) Adjust the length and fasten the hook-and-loop closure (not pictured).
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1) Open all hook-and-loop closures.
2) Remove the calf strap from the frame tube.
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背角度調整機能付きバックサポートの不適切な使用。
転倒防止装置が無い場合後方に転倒する場合があります。
▶バックサポート角度の設定によっては、重心が移動し後方に転倒しやすくなります。必ず転倒防止装置を取り付けて使用してください。
▶公道で使用する場合は、標準のストレートタイプをご使用ください。

警告

本製品には、固定式のストレートタイプ、またはオプションで背角度調整機能付きのバックサポートを取付けることができます。

バックサポートパイプの高さ調整
バックサポートパイプは 25mm 刻みで高さを調整することができます。

背角度調整機能付きバックサポート（図 16）
オプションの背角度調整機能付きバックサポートを選択すると、背角度を -9°～ +15°（6°刻み）で調整できます。

7.5 Backrest

WARNING
Incorrect use of back support angle adjustment
Falling, tipping over due to operation without anti-tipper
► Note that adjusting the back support angle shifts the centre of gravity. Only use the back support angle

adjustment with the anti-tipper activated.
► Drive in street traffic only with a vertical back support.

The product can be equipped with a fixed or optionally an angle-adjustable back support.

Height-adjustable/adaptable back support (not illustrated)
The different versions of the back support permit height adjustments in 25 mm increments within an adjustment
range of 250 to 500 mm.

Angle-adjustable back support (see fig. 16)
The inclination of the back support to the seat bottom can be adjusted by qualified personnel from -9° to +15° in 6°
increments. The angle-adjustable back support also permits an extremely small folding size.

16

7.6 Side panels
The side panels protect the user and his/her clothing from getting dirty. 
If armrests have been installed on the wheelchair, they offer the user additional support for the forearms.

7.6.1 Removing the side panels
To make getting into the wheelchair easier and for transportation, the side panel with arm pad can be removed.

CAUTION
Incorrect use of the side panel
Health hazard, risk of breakage of the side panel mounting due to incorrect use
► Fold the side panel down such that it engages audibly in the side panel mounting.

INFORMATION
When using the side panel with arm pad in combination with an angle-adjustable back support, the back support
angle can only be adjusted from +3° to -15°.

Folding back/removing
1) Press the release lever of the side panel with arm pad (see fig. 17).
2) Fold up the side panel with arm pad up by approx. 90°.
3) Turn the side panel with arm pad towards the back support and pull it out of the side panel mounting (see

fig. 18).
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6.6 アームサポート付サイドパネル（オプション）
サイドパネルは使用者とその衣服を汚れから保護します。アームサポート付サイドパネル（オプション）を選択すると、上肢の支持も得る
ことができます。
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6.6.1 アームサポート付サイドパネルの取外し
移乗や輸送に便利なように、アームサポート付サイドパネルは取り外しが可能です。

サイドパネルの誤った使用方法
誤った使用により、ケガや破損の恐れがあります。
▶サイドパネルを下した際に、固定のロック音がなる事を確認してください。

アームサポート付サイドパネルと背角度調整機能付バックサポートと併用した場合、背角度調整範囲は -3°～ +15°になります。
情報

跳ね上げと取外し
1) リリースレバーを握ります（図 17）
2) サイドパネルを約 90°後方に跳ね上げます。
3) 跳ね上げたサイドパネルを、バックサポート方向（内側）に向かって回します。この時、上方にサイドパネルを引くと、取り外すことが

できます（図 18）

取付け
1) バックサポートに沿うようにサイドパネルを持ち、サイドパネルのジョイントを本体フレームのブラケットに差し込みます。
2) サイドパネルを前方に回転させ、さらに下側におろします。
3) サイドパネル前方のソケットを本体フレームの受けにはめてください。この時、カチッと音がすることを確認してください。
※最後に、リリースレバー（図 17）を握らずに、サイドパネルを跳ね上げるように引き上げ、固定されていることを確認してください。
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Attaching/closing
1) Turn the side panel with arm pad towards the back support and insert it into the side panel mounting (see

fig. 18).
2) Rotate the side panel with arm pad parallel to the seat surface and fold it down.
3) Ensure that the side panel with arm pad engages audibly in the mounting on the frame tube.

7.6.2 Adjusting the height of the forearm support
The height of the forearm support on the side panel can be set to various positions without the use of tools.
1) Pull the release lever in the round opening in the side panel upwards and adjust the desired height. (see

fig. 19, item 1).
2) Let go of the release lever. The forearm support locks into place automatically.

7.6.3 Adjusting the depth of the forearm support
The depth of the forearm support long, “depth-adjustable” on the side panel with arm pad, can be set to various
positions without the use of tools.
1) Press the release button in the forearm support and adjust the desired depth (see fig. 20, item 1).
2) Let go of the release button. The forearm support locks into place automatically.
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7.7 Push handles
The push handles make pushing the wheelchair easier for the attendant.
Some of the push handle designs allow the height to be adjusted to suit the needs of the attendant.

7.7.1 Adjusting the height of the push handles
To enable ergonomic pushing by the attendant, the wheelchair can be equipped with height-adjustable push
handles.
1) Release the clamping lever.
2) Adjust the height of the push handle.

INFORMATION: Adjust both push handles to the same height.
3) Engage the clamping lever.
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6.6.2 アームパッドの高さ調整
工具無しで、アームサポートの高さを調整することができます。
1) アームパッドのステイの穴の中にレバーがあります（図 19-1）。このレバーを上方に引くと、アームパッドの高さを調整することがで

きます。
2) 希望の高さで、レバーを離すと、ロックがかかります。レバーを離した状態で、上または下に軽く動かし、ロックがかかっているこ

とを確認してください。
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6.7 プッシュハンドル
プッシュハンドルは介助者による車いすの移動や操作を簡単にします。
オプションによっては、介助者のニーズに合わせて簡単に高さの調整が可能です。
6.7.1 高さ調整可能プッシュハンドルの調整（図 21）
1) クランプレバーを反時計回りに緩めます。
2) プッシュハンドルの高さを調整します。
　※左右のプッシュハンドルの高さが同じになるようにしてください。
3) クランプレバーをしっかり締め直します。
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7.7.2 Removing the push handles
Push handles of the “height-adjustable, removable” type can be removed from the back support tube when
needed.

Removing/installing the push handles 
1) Release the clamping lever (see fig. 23, item 1).
2) Push in the tripod spring (see fig. 23, item 2) and pull the push handle up and out of the adapter (see fig. 23,

item 3).
3) To install, push in the tripod spring again and insert the push handle into the adapter.
4) Firmly close the clamping lever (see fig. 23, item 1).
→ Both push handles must be installed at the same height.
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7.8 Stabiliser bar
The stabiliser bar between the push handles increases the wheelchair’s stability, especially in case of high loads. It
has to be opened before folding the wheelchair. 
Please note: Using the stabiliser bar for pushing and pulling the wheelchair is not permitted. Always use the push
handles for this purpose.

Opening the stabiliser bar
1) Open the star handle on the right side (see fig. 25, item 1).
2) Fold the stabiliser bar down (see fig. 25, item 2).

Closing the stabiliser bar
1) Fold the stabiliser bar up until the opening is against the screw of the star handle.
2) Hand-tighten the star handle.
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6.7.2 後オフセット　プッシュハンドルの調整
1) クランプレバーを緩めます※回す必要はありません　（図 23.1）
2) ハンド下端のボタン（図 23-2）を押しながらプッシュハンドルを引き抜くと、外すことができます（図 23-3）。
3) 取付ける際は、ボタンを押しながらハンドルホルダーに差し込んでください。
4) 希望の高さでクランプレバーを締めて、固定してください。（図 23-1）
　※左右のプッシュハンドルの高さが同じになるようにしてください。
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handles for this purpose.

Opening the stabiliser bar
1) Open the star handle on the right side (see fig. 25, item 1).
2) Fold the stabiliser bar down (see fig. 25, item 2).

Closing the stabiliser bar
1) Fold the stabiliser bar up until the opening is against the screw of the star handle.
2) Hand-tighten the star handle.
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6.8 スタビライザー
スタビライザーは左右両側のプッシュハンドルを繋ぎ、車いす本体の安定性を高めます。特に体重の重い使用者のケースに有効です。車
いすを折りたたむ際には、片方のみを外す必要があります。
※スタビライザーは、車いすの操作用ハンドルとしては使用しないでください。介助者が車いすを操作する場合は、必ずプッシュハンドル
を握って下さい。

スタビライザーを外す
1) スタビライザーバーの端がフック状になっている側を確認し、そのノブネジを緩めます（図 25-1）。
2) スタビライザーバーを下に下げます ( 図 25-2)。
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スタビライザーをセットする
1) スタビライザーを上げ、フックをノブボルトにセットします。
2) ノブボルトを締め直して固定します。

24 25

7.9 Drive wheels

WARNING
Improper assembly of removable wheels
Tipping, falling over of the user due to wheels coming off
► After each assembly, verify the proper fit of the removable wheels. The quick-release axles must be firmly

locked in the wheel attachment.

WARNING
Defective tyres
Accidents/falling due to poor traction, reduced braking force or lack of manoeuvrability
► Maintain sufficient tyre pressure. Note the information in the section "Technical data" or on the tyre sidewall.
► Ensure that the pressure is the same in both tyres.
► Ensure that the tyres have sufficient tread depth.

The wheelchair is moved, steered, braked and stopped with the help of the handrims on the drive wheels.
To make transport easier, drive wheels with quick-release axle can be taken off the wheelchair.

7.9.1 Removing and mounting the drive wheels

CAUTION
Incorrect removal/attachment of the wheels
Tipping, falling due to incorrect installation
► The user is not permitted to sit in the wheelchair during wheel replacement.
► For changing wheels, set the wheelchair onto a solid surface.
► To change the wheels, secure the wheelchair against tipping over or rolling away.
► If the drive wheel does not lock securely or has too much sideways play, contact the qualified personnel

promptly.

1) Release the wheel lock.
2) Use your thumb to press in the push-button on the quick-release axle (see fig. 26, item 1).
3) Remove or mount the drive wheel.

After mounting: The drive wheels must not be removable after releasing the push-button on the quick-release
axle.
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6.9 リヤホイール

リヤホイールの不適切な組付け
リヤホイールの脱落による転倒・転落の危険があります。
▶ リヤホイールを取付けた場合は、適切に取付けられていることを都度確認してください。クイックリリース車軸は車軸マウントに確実

にロックされている必要があります。

警告

タイヤの不適切な管理
駆動時の摩擦不足、ブレーキ機能の低下による操作性の低下による事故・転倒
▶タイヤの適正空気圧を保ってください。
▶適正空気圧はタイヤの側面に記載されています。
▶両方のタイヤの空気圧が同じであることを確認してください。
▶タイヤの溝の深さが十分に残っていることを確認してください。

警告

車いすは、リヤホイールのハンドリムの操作によって移動、操縦、スピードのコントロール、停止を行います。輸送を簡単にするために、クイッ
クリリース車軸でリヤホイールを簡単に着脱することができます。

6.9.1 リヤホイールの取外しと取付け

リヤホイールの誤った脱着
不適切な取付けによる転倒・転落の危険性。
▶使用者が車いすに座った状態で、リヤホイールの着脱は出来ません。
▶リヤホイールを着脱する場合は、車いすを固い地面に置いてください。
▶リヤホイールを着脱する際は、車いすが転倒したり転がったりしないように固定して下さい。
▶ リヤホイールがしっかりと車軸マウントにロックされていることを確認してください。横方向（クイックリリースの軸方向）の遊びが大

きすぎる場合には、購入された販売店にご相談ください。

1) ブレーキを解除します
2) 親指でクイックリリース車軸のボタンを押します（図 26-1）
3) リヤホイールを取付け／取外します。
　※取付け後、ボタンを離した状態でリヤホイールが外れないことを毎回確認してください。
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7.9.2 Spoke protector
The spoke protector prevents the fingers from getting caught in the wheel spokes.

7.10 Caster wheels and caster forks

WARNING
Failure of caster wheels or caster forks
Falling, severe injury due to the wheelchair tipping over
► Regularly inspect the caster wheels and caster forks for damage.
► Regularly clean and oil the caster wheel axles and the threaded axles on the caster forks, especially in case of

stiffness.
► Inform the responsible qualified personnel in case of permanent changes to the driving characteristics.

The combination of caster wheels and caster forks ensures the ability to hold a straight line and navigate bends
securely.
The caster wheels and caster forks have been chosen by the qualified personnel according to the needs of the
user.
Some options can expand the functions of the caster forks and caster wheels: 

Caster wheel adapter for high front seat heights (see fig. 27) 
Increases the front seat height by 35 mm. Expands the adjustment range of the lower leg lengths. Also offers more
freedom of movement for the feet due to caster wheels being positioned further to the outside.

Caster wheel adapter for low front seat heights (see fig. 28)
Reduces the front seat height by 35 mm. Also offers more freedom of movement for the feet due to caster wheels
being positioned further to the outside.

27 28

Alternative caster wheels
Standard caster wheels (see illustration above) or alternative caster wheels may be installed (e.g. Froglegs caster
wheels with aluminium hubs (see fig. 29).
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6.9.2 スポークプロテクター

スポークプロテクターは使用者の指がスポークに絡まってけがをすることを防ぎます。

6.10 キャスターとキャスターフォーク

キャスターまたはキャスターフォークの故障
車いすの転倒による使用者の転倒・転落による重症の恐れがあります。
▶キャスターとキャスターフォークに損傷が無いか、常に確認してください。
▶キャスターの車軸を常時清掃し、必要に応じて（特に動きが固い場合）注油してください。
▶車いすの操作性が変化して元に戻らない場合は、購入された販売店にご相談下さい。

警告

キャスターとキャスターフォークが共に適切であれば、車いすの操作性が保たれ、より確実に移動することができます。
適切なキャスターとキャスターフォークは、セラピストや技術者等により適切なものが選択されます。

高床アダプター（図 27）
前座高を通常より 35mm 高くすることができます。これにより、レッグサポートの調整範囲が広がります。また、キャスター取付位置が外
側に広がるため、下肢駆動の際のスペースが広がります。

低床アダプター（図 28）
前座高を通常より 35mm 低くすることができます。また、キャスター取付位置が外側に広がるため、下肢駆動の際のスペースが広がります。
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6.11 ブレーキ

ブレーキの不適切な使用
急ブレーキによる転落や車いすの転倒、手の怪我の恐れがあります。
▶ブレーキを、制動ブレーキとして使用しないでください。

警告
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▶ブレーキをかける際は、必ず両側かけてください。
▶平坦でない場所で車いすを置くときや、車への乗りこみ（移乗）の際は、必ずブレーキをかけて車いすが動かないようにしてください。
▶車いすの操作中は、ブレーキとタイヤの間に指を入れないでください。
▶ブレ―キの位置が適切に調整されていることを確認してください（ブレーキパッドとタイヤ表面との隙間は 5mm 以下としてください）。
▶ブレーキの再調整については、購入した販売店にご相談ください。

ブレーキはホイールを固定し、車いすが動くのを防ぐ装置です。

6.11.1 ブレーキの使用方法
1) ブレーキレバーを前方に倒すと、ロックがかかります（図 30）。
2) ブレーキレバーを後方に引くと、ブレーキが解除されます。

ブレ―キ延長レバー（図 31）
ブレーキ延長レバーを使用すると、より軽い力でブレーキの操作が可能です。移乗の際などに邪魔になるときは、取り外すことができます。

30 31

7.11.2 Drum brake
The drum brakes allow the attendant to slow the wheelchair easily and safely by activating the wheel lock lever on
the push handles.

Activating and deactivating the drum brake
1) Pull the wheel lock lever (see fig. 32, item 1).
2) If necessary, secure the wheel lock lever by additionally actuating the lock slide (see fig. 32, item 2).
3) Deactivate the wheel lock by actuating the wheel lock lever again or pressing the lock slide.
The drive wheels can still be removed via the quick-release axles when the wheel lock lever is released (see
fig. 33).

32 33

7.11.3 Knee lever wheel lock for user and attendant
This wheel lock type can be used by both the user and an attendant.

INFORMATION
► Operation of the wheel lock by the user is the same as for the knee lever wheel lock described above.
► Operation of the wheel lock levers by the attendant is the same as for the drum brake described above.
► Note that when the brake is activated, only the person (user, attendant) can deactivate the brake again.

Activation/deactivation by the user
1) Push the handle of the knee lever wheel lock forward (see fig. 30).

→ The wheel lock bolt secures the wheel.
2) Pull the wheel lock lever upwards (see fig. 30).

→ The wheel lock bolt releases the wheel.

Activation/deactivation by the attendant
1) Pull the wheel lock lever (see fig. 32, item 1).
2) Secure the wheel lock lever by additionally actuating the lock slide (see fig. 32, item 2).

→ The wheel lock bolt secures the wheel.
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6.11.2 ドラムブレーキ
ドラムブレーキは、介助者が操作できます。プッシュハンドルのレバー操作で、車いすを簡単で安全に減速させることができます。
ドラムブレーキの操作
1) レバーを握ります（図 32-1）
2) この時、ロック（図 32-2）を下側に押すと、レバーを固定することができます。
3) ロックを再度操作するか、レバーを再度握ると、ロックが解除されます。
　※ドラムブレーキホイールも、クイックリリースによる着脱が可能です。
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6.12 フレームアクセサリー

転倒防止装置の不適切な調整
製品の誤使用による転倒・ユーザーの転落
▶ 介助者が車いすの段差越えをサポートする場合、転倒防止装置を解除する必要があります。これにより、転倒防止装置が段差に接

触するのを防ぐことができます。
▶介助者は、段差越えの後に転倒防止装置を作動させる必要があります。

警告

転倒防止装置が作動していない
安全装置の不適切な動作による転倒、ユーザーの転落
▶障害物や坂道を走行する前に、転倒防止装置が作動していることを確認してください。
▶転倒防止装置を作動させた際、ロック音を確認してください。
▶大腿切断ユーザーの場合は、転倒防止装置の使用を特に推奨します。

警告

転倒防止装置の不適切な調整
不適切に調整された転倒防止装置により、転倒する危険性があります
▶転倒防止装置の調整は、販売店の技術者によって行ってください。

警告

6.12.1 転倒防止装置の作動・解除
転倒防止装置が取り付けられている場合は、常に作動させてください。
障害物を登る場合は、転倒防止装置のキャスターが地面に接触します。
障害物を降りる場合は、転倒防止装置の破損を防ぐため、転倒防止装置を解除してください。

転倒防止装置の作動
1) 転倒防止装置を手または足で押し下げます（図 35-1 または図 36-1）
2) 転倒防止装置を後方に 180°回して、固定されたことを確認してください（図 35-2 または図 36-2）

転倒防止装置の解除
1) 転倒防止装置を手または足で押し下げます（図 37-1 または図 38-1）
2) 転倒防止装置を前方に 180°回して、固定されたことを確認してください（図 37-2 または図 38-2）

7.12.1.1 Activating and deactivating the anti-tipper
A mounted anti-tipper must always be active. 
When overcoming obstacles (such as steps and curbs that are not lowered) upwards, the anti-tipper rollers con
tact the ground.
When overcoming obstacles (such as steps and curbs that are not lowered) downwards, the anti-tipper has to be
deactivated by the user or attendant to avoid damaging the anti-tipper.

Activation
1) The anti-tipper is pressed down with the hand or foot (see fig. 35, item 1; see fig. 36, item 1).
2) Swing the anti-tipper back and allow it to engage (see fig. 35, item 2; see fig. 36, item 2).

Deactivation
1) From above, press on the anti-tipper with the hand or foot until it disengages (see fig. 37, item 1; see fig. 38,

item 1).
2) Rotate the anti-tipper forward by 180° and release it (see fig. 37, Pos. 1; see fig. 38, Pos. 1).

35 36

37 38

7.12.2 Tip-assist
The tip-assist makes overcoming obstacles easier for the attendant.

7.12.2.1 Using the tip-assist
For this wheelchair type, the tip-assist is integrated into the frame (see fig. 39).
1) At an obstacle, place one foot on the tip-assist and push down.
2) Slightly tip the wheelchair by simultaneously pressing down on the push handles.
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6.12.2 ティップアシスト
ティップアシストを使用すると、介助者による段差越えの解除が容易になります。
ティップアシストは、フレーム後方に組み込まれています（図 39）
1) 段差を超えるときは、片足をティップアシストに乗せ、押し下げます。
2) プッシュハンドルを押して車いすを傾けます。
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7.13 Front frame
The product can be delivered with two front frame versions: 
• Standard front frame: The wheelchair features a straight front frame without abduction (see page 6).
• Abduction front frame: The frame is contoured to the outside by 20 mm on both the left and right sides (not

illustrated). This makes the entry area larger.

7.14 Lap belt (seat belt)

WARNING
Using the belt system or positioning aid as a passenger restraint system in vehicles for transporting per
sons with reduced mobility is prohibited
Serious injuries due to improper handling of the product
► Under no circumstances may the belts and positioning aids that come with the product be used as part of a

passenger restraint system in vehicles for transporting persons with reduced mobility.
► Note that the belts and positioning aids that come with the product are intended only as additional support for

the user sitting in the product.

CAUTION
Incorrectly adjusted lap belt
Malpositions, illness, falling of the user due to installation/adjustment errors
► Do not modify the settings established by the qualified personnel. In case of problems with the adjustments

(unsatisfactory sitting position) please contact the qualified personnel who fitted the product.
► The lap belt has to fit closely but not too tightly so the user is not injured. It should be possible to slide two fin

gers comfortably between the belt and thigh.
► Have the settings of the belt system checked regularly. Adjustments may be required due to the growth of the

user or because of changes in the course of the disease or different clothing.

CAUTION
Improper use
Falls, user falling out due to improper use
► The lap belt must be put on when getting into the product and used at all times while using the product.
► Only open the lap belt when the user is ready to get out of the product.
► Do not leave the user unsupervised if the cognitive abilities of the user could lead to unintentional opening of

the positioning system. 

The lap belt (seat belt) prevents the user from slipping and supports positioning.
It is installed on the product by qualified personnel if needed and adapted to the requirements of the user.
Information about subsequent acquisition and mounting is provided by the qualified personnel that handed over the
product.

Using the lap belt
1) Open the buckle.
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6.13 フロントフレーム
本製品は 2 種類のフロントフレーム形状があります。
ストレート ：本体フレームとフロントフレーム・レッグサポートがまっすぐに揃います。
内オフセット 2cm ：本体フレームと比較して、フロントフレーム・レッグサポ―トが内側に 2cm 狭くなります。

6.14 ラップベルト

使用者が車いすに乗ったまま車に乗車した際、車いすに付属しているベルト類をシートベルトとして使用することは禁じられています。
製品の誤使用による転倒・ユーザーの転落
▶ 製品の不適切な取り扱いにより重傷を負うリスクがあります。どのよう場合も、車いすに不足しているベルト類を安全装置の一部とし

て使用しないでください。
▶車いすに付属しているベルトは、使用者の補助的なサポートのみを目的としていることに注意してください。

警告

ラップベルトの不適切な取付
誤った調整による不適切な姿勢のサポ―ト、身体へのダメージおよび転倒の恐れがあります
▶ 販売店の技術者によって設定されたベルトを調整しないでください。調整が必要な場合、または調整に問題がある場合は、販売店

の技術者に連絡してください。
▶利用者が怪我をしないようにラップベルトはぴったりとフィットする必要がありますが、きつ過ぎないように注意してください。
▶ベルトの設定を定期的にチェックしてください。身体寸法の変化や病気、服装によっても調整が必要になる場合があります。
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不適切な使用
製品の不適切な使用による転倒・転落
▶ 車いすにラップベルトが取り付けられている場合、乗車中は常にラップベルトで体を固定してください。
▶移乗の際にのみ、ラップベルトを開いてください。
▶使用者の認知能力によって意図せずベルトを外してしまう可能性がある場合は、使用者を監督者無しで放置しないでください。

ラップベルトの使用方法
1) バックルを開きます。
2) 利用者の可能な範囲で背中を起こし、奥まで座ります。
3) バックルを閉じます。
4) ラップベルトは、シートに対して約 60°の角度になる事が理想です。ベルトは、腹部ではなく大腿の上側で、骨盤のすぐ前側を通るよう
にしてください（図 40）

※ラップベルトが腹部の前を通らないようにしてください。
※使用者は、なるべく正面を向いてまっすぐ座るようにしてください。
※ラップベルトが緩すぎると、使用者が前にずれたり滑り出したりすることが有ります。
※ラップベルトが利用者本人以外の箇所（アームサポートなど）を通ると、ラップベルトの機能性が失われます。

2) Place the user in an upright, 90° seated position (if physiologically possible). Ensure that the back is up against
the back support pad (if physiologically possible).

3) Close the buckle.
4) The lap belt should be at an angle of about 60° to the seat bottom. The belt strap should run across the thighs

in front of the pelvic bones (see fig. 40).

Possible errors 
• The lap belt is positioned above the user’s pelvis in the area of the soft part of the stomach. 
• The user does not sit upright in the seat.
• If the lap belt is too loose, the user can shift/slide out to the front.
• During the installation/adjustment, the lap belt is routed over parts of the seating system (e.g. over forearm

supports or seat pads). This causes the lap belt to lose its retaining function.

60°
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7.15 Transport wheels

CAUTION
Knee lever wheel lock when the drive wheels are removed
Risk of accident, falling due to loss of functionality of the knee lever wheel lock
► Note that a wheelchair with transport wheels can only be braked by an attendant. 

CAUTION
Incorrect height setting 
Risk of tipping or falling due to the sloped product setting
► Always adjust the height equally on both sides. 

The transport wheels (see fig. 41) permit movement through very narrow passages (e.g. in trains or aircraft). 
Transport wheels take the place of the drive wheels. In order to move, an attendant is required to push the wheel
chair.

7.15.1 Using the transport wheels
> Prior to use, verify whether the transport wheels have been set to the same height. If this is not the case: Press

in the locking pin and adjust the height equally on both sides. The locking pin must engage audibly.
1) Remove the drive wheels.

Whenever possible, this should be done when the user is not sitting in the wheelchair. If the user is sitting in
the wheelchair, proceed as follows:

2) The first attendant holds the wheelchair in a stable position so that the drive wheels are relieved in turn.
3) The second attendant carefully removes the first and second drive wheel one after the other.
→ The wheelchair can now be pushed on the transport wheels.
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6.15トランスポートホイール

リヤホイールを取り外すと、通常のブレーキは機能しません
ブレーキ機能の喪失による事故・転倒の危険があります。
▶ トランスポートホイールの使用中は、介助者のみがブレーキをかける（車いす止める）ことができる事に留意願います。

不適切な高さ設定
左右のトランスポートホイールの誤った設定により座面が傾くと、転倒または落下の危険があります。
▶ トランスポートホイールの高さは、常に左右で同じにしてください。

トランスポートホイール（図 41）を使用することで、狭い通路でも移動が可能になります。この際、介助者が車いすを押す必要があります。

6.15.1トランスポートホイールの使用
使用する前に、両側のトランスポートホイールが同じ高さに設定されていることを確認してください。

1) リヤホイールを取り外します。可能な限り、この作業は利用者が車いすに座っていないときに行ってください。利用者が車いすに乗って
いる場合は次の手順に従ってください。
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2) 一人目の介助者が車いすを安定した位置で保持し、リヤホイールへの荷重を軽減します。
3) 二人目の介助者が、左右のリヤホイールを一つずつ外します。
→これで、トランスポートホイールで移動が可能になります。
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7.16 Crutch holder with hook-and-loop fastening strap
The crutch holder with hook-and-loop fastening strap allows crutches to be attached to the wheelchair. 

42

7.17 Head and neckrest
Head/neckrests or headrests make it possible to support the head in case of various severe disability indications.
The head/neckrests or headrests consist of polyurethane foam and can be cleaned with mild soap and water.
The option is installed on the product by qualified personnel if needed and adapted to the requirements of the user.
The user may adjust the movable blocks of the headrest according to his/her preferences. 
To do so, adjust the movable blocks into the desired position and tighten the wrench bolts to fix the headrest in
place. 

7.18 Tray

WARNING
Product catching fire
Burns due to user error
► The product is flammable. The possibility that it may catch fire if exposed to an ignition source cannot be

excluded. Therefore, the utmost caution must be exercised in the vicinity of an open flame.
► Keep away from all ignition sources.

CAUTION
Improper adjustment
Crushing or pinching due to adjustments which are too tight
► Do not pinch the user when sliding in the product.

CAUTION
Driving with objects on the tray top
Injuries due to unsecured objects
► Remove all objects from the tray top prior to travelling.

26

Use

Avantgarde XXL 2

6.16 杖入れ
杖入れを使用すると、クラッチや杖などを車いすに取付けることができます。
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6.17トレイ

製品の燃焼
不適切な使用方法による火傷
▶ トレイは可燃性の材料を使用しています。火気に近づけると燃焼する可能性があります。特に裸火の近くでは細心の注意を払ってくだ

さい。
▶あらゆる火気から遠ざけてください。

警告

不適切な調整
取付位置が適切でないと、利用者が挟まれたり圧迫されることが有ります
▶ トレイをスライドさせるとき、利用者がトレイと車いすの間に挟まらないようにしてください。

トレイの上に物を置いたまま車いすで移動する
固定されていない物体による怪我
▶ 車いすで走行する際は、トレイの上に物を載せないでください。
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介助者による不適切な取扱い
着脱可能な部分を保持して車いすを持ち上げることによる車いす・利用者の転倒
▶ トレイを使って車いすを持ち上げないでください。

トレイへの過積載
使用者の不適切な使用による製品の破損
▶トレイに重量物を載せないでください。また、トレイの上に人が乗ったり、寄りかかったりしないでください。

お知らせ

トレイは、食事や仕事、遊びなどの際に使用できます。透明な素材なので、視野を妨げず、足のポジションを認識できます。
車等に積み込む際には、トレイを外す必要があります。

トレイの着脱
1)トレイをアームサポートの上にスライドさせます。
2)トレイをアームサポートから取り外します。
トレイが傾かないように、常にアームサポートとトレイが平行になるようにスライドして下さい。

CAUTION
Improper lifting by attendants
Tipping over, user falls due to lifting by removable components
► The product must not be lifted by the tray.

NOTICE
Overloading
Damage to the product due to user error
► Do not load the tray with heavy objects.
► No persons may sit or lean on the tray.

The tray serves as a supporting surface during meals, when working or when playing. The clear material allows vis
ibility of the legs and correction of the sitting posture.
Prior to use in a vehicle for transporting persons with reduced mobility, the tray has to be removed.

Attaching and removing the tray
1) Slide the tray onto the arm supports.
2) Detach the tray from the arm supports.
Always guide the tray parallel to the arm supports to avoid tilting.

43

7.19 Additional options
The product may be equipped with additional options.
The options are firmly mounted to the product by qualified personnel or the manufacturer and are pre-adjusted by
qualified personnel at delivery.

7.20 Disassembly and transport

CAUTION
Exposed pinch points
Crushing, pinching due to incorrect handling
► When folding the wheelchair out or together, only grip by the specified components.

NOTICE
Deformation when folded
Damage to the product, problems unfolding due to unallowable loads
► Never place heavy objects on the folded product.

INFORMATION
► When transporting the wheelchair in vehicles, fold it up and remove the wheels and leg supports if necessary.
► Follow the IATA (International Air Transport Association) rules and those of the relevant airline when trans

porting the wheelchair in an aircraft. Inform the airline several days before your flight. Use the SSR (special
service request) codes to describe the type of limited mobility if necessary. You can for example research
these on the Internet.
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6.18 分解と運搬

露出した挟み込み部分
不適切な取扱いによる手指等の挟み込み
▶車いすを折りたたむときは、指定された箇所のみを持ってください。

折りたたみ時の変形
荷重による変形や予期できない動き
▶折りたたんだ車いすの上に、重量物を載せないでください。

お知らせ

▶車いすを車両で輸送する際は、必要に応じて車いすを折りたたんで、リヤホイールとフットサポートを取り外してください。
▶ 車いすを航空機で輸送する場合は、IATA（国際航空運送協会）の規則および関連する航空会社の規則に従ってください。フライトの

数日前に利用する航空会社に連絡することをお勧めします。

情報
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車いすは乗用車で輸送できるように準備する必要があります。
1) フットパネルを折りたたみます（7.3 を参照）。取り外しも可能です。
2) クッションを取り外します。
3) 車いすが折りたたまれるまで座シートを引き上げます（図 44）
4) 固定ストラップでフレームを留めます（図 45）
5) 必要に応じてリヤホイールを取り外します（図 18）
6) 車いすを車内に置きます。

The wheelchair must be prepared for transport in a passenger vehicle.
1) Fold up the leg supports (see page 12). To make the wheelchair more handy for transportation, the leg support

can also be taken off (see page 13).
2) If necessary: Detach the seat cushion from the hook-and-loop fastener.
3) Pull up the seat upholstery until the wheelchair folds together (see fig. 44). 
4) Fasten the safety strap (see fig. 45).
5) Remove the drive wheels (see page 18).
6) Place the wheelchair in the vehicle.

44 45

7.21 Use in vehicles for transporting persons with reduced mobility

WARNING
Use in vehicles for transporting persons with reduced mobility 
Serious injuries in case of accidents due to user error
► Always use the seats and personal restraint systems in the vehicle for transporting persons with reduced

mobility first. This is the only way to ensure optimum protection of passengers in the event of an accident.
► The product may be used as a seat in a vehicle for transporting persons with reduced mobility if the safety ele

ments provided by the manufacturer and appropriate fastening and personal restraint systems are used. For
more information, please also refer to our brochure with the order number 646D158=ALL_INT.

► Never transport more than one person in the product.
► Use the product in a vehicle for transporting persons with reduced mobility only with the back support in a

vertical position.
► Note the limitations regarding installed options (see page 31).

WARNING
Using the belt system or positioning aid as a passenger restraint system in vehicles for transporting per
sons with reduced mobility is prohibited
Serious injuries due to improper handling of the product
► Under no circumstances may the belts and positioning aids that come with the product be used as part of a

passenger restraint system in vehicles for transporting persons with reduced mobility.
► Note that the belts and positioning aids that come with the product are intended only as additional support for

the user sitting in the product.

The product has been tested by the manufacturer according to ISO 7176-19 and may be used as a seat in vehicles
for transporting persons with reduced mobility subject to the conditions defined below.
The product must be sufficiently secured during transport in vehicles for transporting persons with reduced mobil
ity. The illustrations that follow show an example for anchoring in a motor vehicle.
The manufacturer is not responsible for the fastening systems that are used. Ensure that only fastening systems
that meet the applicable legal requirements and are designed for the overall weight of the product including the
user are used.
The transport weight of the person to be transported in a vehicle for transporting persons with reduced mobility
corresponds to the maximum permissible user weight (see page 37).
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6.19 福祉車両での車いすの使用について

車いすに乗った状態での車両への乗車
利用者の過失による事故により重傷を負う可能性があります
▶ 車いすの利用者が車両で移動する場合は、まず車両に設置されている座席を使用することをお勧めします。これが、事故発生時に

利用者を守る唯一の方法です。
▶ メーカーが提供する安全装置と適切な固定装置及びユーザー用の安全装置が使用されている場合にのみ、本製品を車いす利用者を

輸送するための車両用座席として使用できます。
▶車いすに複数人が乗った状態で使用しないでください。
▶車両用座席として使用する車いすは、バックサポートが座面と垂直になっている必要があります。
▶車両用座席として使用する場合は、取付可能な車いすのオプションに制限があります（6.19.3 参照）

車いすの利用者が、車いすを座席として車両で移動する場合は、車いすのベルト等を安全装置として使用することは禁じられて
います
製品の不適切な使用により重傷を負う可能性があります
▶いかなる場合にも、車いすに付属しているベルトやポジショニング機器を安全装置の一部として使用してはいけません。
▶ 製品に付属しているベルトやポジショニング機器、利用者への補助的なサポートのみを目的としていることに注意してくださ

い。

警告

警告

本製品は、ISO7176-19 によってテストされており、以下に定義される条件を満たした場合にのみ、車いす利用者を輸送するための車両
の座席として使用できます。
輸送中、車いすは十分に固定されている必要があります。
メーカーは使用される固定システムについては責任を負いません。適応させる法的要因を満たし、利用者を含む製品の総重量に合わせ
て設計された固定システムのみが使用されていることを確認してください。
車いす利用者を輸送する車両で輸送される人の輸送重量は、ユーザー耐荷重に相当します。
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6.19.2 車両内での製品の使用

福祉車両内の不適切な位置で車いすを固定した場合に事故時に重傷を負う恐れがあります
▶福祉車両内の車いすの固定位置は、販売店の技術者によって決めてください
▶福祉車両内で車いすを固定する場合は、前向きに固定してください。
▶車いす側の固定点については、販売店の技術者に指示してください。

警告

輸送中の不十分な安全性
輸送方法における安全支持の不遵守による安全性の喪失
▶車いす利用者が福祉車両で移動する際の安全性を保つために、以下の支持に従ってください。
▶必要に応じて、以下の情報を車いす販売店の技術者に共有してください。

警告

福祉車両内での車いすの固定は、車両側の車いす固定ベルトを取付けた4本のベルトループにより行われます。
ベルトループの固定箇所はシールによって指示されています。ここに、ベルトループを巻き付けてください。

・　前方の固定箇所は、両側のフロントフレームにあります（図 46-1）。
・　後方の固定箇所は、本体フレームの両方の後側にあります（図 47-1）。

7.21.1 Required accessories
Four belt loops are necessary in order to use the product as a transport seat in a vehicle for transporting persons
with reduced mobility (tested according to ISO 10542-1 or comparable test standards). The qualified personnel
who fitted the wheelchair can provide more information. 

Required materials
• 4 belt loops (e.g. from the manufacturers Q’STRAINT or BraunAbility, tested according to ISO 10542-1)

7.21.2 Using the product in a vehicle

WARNING
Positioning in vehicles for transporting persons with reduced mobility 
Serious injuries in case of accidents due to user error
► Positioning of the product in vehicles for transporting persons with reduced mobility may only be performed

by the qualified personnel.
► The product must always face forwards when it is used as a seat in a vehicle for transporting persons with

reduced mobility.
► Instruct the qualified personnel regarding the mounting points on your product described below.

WARNING
Inadequate transportation safety
Loss of safe restraint due to failure to observe transportation instructions
► Observe the following instructions for correct transport safety in the vehicle for transporting persons with

reduced mobility.
► If necessary, instruct the qualified personnel on the following information.

Securing the product in the vehicle for transporting persons with reduced mobility
The wheelchair is secured in the vehicle for transporting persons with reduced mobility with the help of four belt
loops, to which the vehicle-side wheelchair restraint belts are attached.
The fixation points of the belt loops are marked with stickers. These stickers show where the user has to pass the
belt loops around the frame tube:
• The stickers that label the front fixation points are found on the front frame tube on each side (see fig. 46,

item 1).
• The stickers that label the rear fixation points are found on the rear frame tube on each side (see fig. 47,

item 1).

46 47

Attaching the belt loops
1) Position the product in the vehicle for transporting persons with reduced mobility. For more information, please

also refer to our brochure with the order number 646D158=ALL_INT.
2) Engage the two wheel locks (see page 20).
3) Front fixation points: Attach one belt loop around each of the frame tubes on the left and right of the front

frame, wrapping them around the frame tubes at the marked position once or twice depending on the length
(see fig. 48, item 1).

4) Engage the hook of the respective vehicle-side wheelchair restraint belt in the belt loop (see fig. 48, item 2). 
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ベルトループの取付
1) 福祉車両内で車いすを固定します。
2) ブレーキでリヤホイールを固定します。
3) 前側の固定。フロントフレームの左右に、ベルトループを一つずつ通し、長さに応じてフレームに 1 回または 2 回巻き付けます（図
48-1）
4) 車両側のフックを、左右それぞれのベルトループに通します。（図 48-2）
5) 後方の固定。左右のフレームにベルトループを一つずつ通して巻き付けます（図 49-1）
6) 車両側のフックを、左右それぞれのベルトループに通します（図 49-2）
7) 車両側のフックのベルトをできるだけしっかりと締めてください（図 50）

6.19.1 必要な部品
車いす利用者の車両の座席として車いすを使用する場合は、ISO10542-1（または同等の試験基準にしたがって試験された）ベルトルー
プが 4 本必要です。
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5) Rear fixation points: Attach one belt loop around each of the frame tubes on the left and right, wrapping them
around the frame tubes at the marked position (see fig. 49, item 1).

6) Engage the hook of the respective vehicle-side wheelchair restraint belt in the belt loop (see fig. 49, item 2).
7) Tighten the vehicle-side wheelchair restraint belts at the front and rear as firmly as possible.

→ The product showing the correct positioning of the attachment straps (see fig. 50).

48 49
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Information on correct transport safety of the user in the vehicle for transporting persons with reduced
mobility
• Using the personal restraint system of the vehicle for transporting persons with reduced mobility is required.

Attaching personal restraint systems of the vehicle for transporting persons with reduced mobility to the wheel
chair is not permitted. The 3-point restraint has to be realised entirely on the vehicle:
– The lap belt of the personal restraint system is usually attached by the qualified personnel to the left and

right sides respectively on the mounting point/pin of the rear lashing straps (wheelchair restraint belts on
the vehicle bottom).

– The shoulder belt of the personal restraint system is usually mounted on the vehicle pillar and is attached by
the qualified personnel to the corresponding mounting point/pin provided on the lap belt.

• The straps of the personal restraint system must always be routed close to the user’s body. The straps must not
be routed over the side panels and wheels (see fig. 51 item 2).

• The shoulder belt must always be routed over the user’s shoulder (see fig. 51, item 1).
• The belt strap must not be twisted on the user’s body.
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福祉車両内で車いすに座る際の車いす利用者の安全に関する情報
・　車いす利用者の安全装置は、車両側のものを使用する必要があります。
・　 車両側に、個人用の安全装置を取り付けることは許可されていません。車両側に備えられている 3 点式のシートベルトを使用してく

ださい。
・　 シートベルトは、利用者の体に沿わせて固定する必要があります。サイドパネルやリヤホイールの上側にシートベルトを通さないでく

ださい。
・　肩ベルトは、必ず利用の方を通るようにしてください。
・　ベルトがねじれないようにしてください。

51

Placement of the personal restraint system integrated in the vehicle for transporting persons with
reduced mobility
1) Pull each end of the restraint lap belt from the inner side of the seat through to the outside (see fig. 52). 
2) Engage the ends of the restraint lap belt on the mounting point/pin of the rear lashing straps on the left and

right sides respectively (see fig. 53).
3) Secure the shoulder harness on the mounting point/pin provided on the lap belt (not illustrated).

→ The restraint lap belt is pulled through and fastened.
→ The belt runs between the side panel and seat cushion on each side.
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7.21.3 Restrictions for use

Equipment versions and options not approved for transportation in a vehicle for transporting persons
with reduced mobility

WARNING
Improper use in vehicles for transporting persons with reduced mobility
Risk of serious injury when using the product as a seat 
► The manufacturer has not approved wheelchairs with the equipment versions and options listed below for use

as a seat in vehicles for transporting persons with reduced mobility.
► In vehicles for transporting persons with reduced mobility, only use the seats installed in the vehicle with the

corresponding personal restraint systems.
► Please contact the qualified personnel for up-to-day information regarding transportation in a vehicle for trans

porting persons with reduced mobility.

Option
Crutch holder with tip-assist, right/left
Angle-adjustable back support
Back support height < 400 mm
Drive wheels 26"

31Avantgarde XXL 2

Use

福祉車両内で車いすに座る際のシートベルトの設置
1) 腰用ベルトの両側を引き、サイドパネルの内側を通します（図 52）
2) 腰用ベルトの両端を車両側の固定ポイントにかけます。
3) 肩用ベルトをの下端を、腰用ベルトと同じ固定ポイントにかけます。
※腰用ベルトを通した後、適切に締めてください。
※両側の腰用ベルトは、サイドパネルと座クッションの間を通るようにしてください。
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6.19.3 使用の制限
車いすの仕様により、福祉車両で車いすに座って移動することが認められない場合があります。

福祉車両の不適切な使用
車いすを福祉車両の座席として使用すると、重傷を負う危険があります。
▶オットーボックは、下の表に示すオプションを付けた車いすを、福祉車両で座席として使用できる車いすとして認めていません。
▶福祉車両に設置されている、安全装置の付いた座席を使用してください。
▶福祉車両で車いす座席として使用する場合の情報については、車いす販売店のお問合せ下さい。

警告

オプション

杖入れ

角度調整機能付きバックサポート

背高 40cm 未満

26” リヤホイール

福祉車両内での利用が制限されるオプション

特定の設定またはオプションの使用の際、取付の緩み等によって重傷を負う危険性があります。
・　�車いすを福祉車両の座席として使用する際、下記のオプションは安全のために取り外すか、下記にしたがって使用してくだ

さい。
・　取り外したオプションは社内で適切に保管・固定してください。
・　製品の特定の設定により、福祉車両内でのオプションの使用が制限されることに注意してください。

警告

オプション※１
オプション（取付用金具を含む）
を取り外すもの　※ 2

オプションに関する注意事項に準
ずるもの

使用上の注意に従ってくだ
さい。

トレイ ●

トランスポートホイール ●※ 3

ラップベルト（車いす用） ●※ 4

スポークプロテクター ●

簡易電動ユニット ※ 5 ● ●※ 6

特注加工されたオプション ●※ 7
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Placement of the personal restraint system integrated in the vehicle for transporting persons with
reduced mobility
1) Pull each end of the restraint lap belt from the inner side of the seat through to the outside (see fig. 52). 
2) Engage the ends of the restraint lap belt on the mounting point/pin of the rear lashing straps on the left and

right sides respectively (see fig. 53).
3) Secure the shoulder harness on the mounting point/pin provided on the lap belt (not illustrated).

→ The restraint lap belt is pulled through and fastened.
→ The belt runs between the side panel and seat cushion on each side.
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7.21.3 Restrictions for use

Equipment versions and options not approved for transportation in a vehicle for transporting persons
with reduced mobility

WARNING
Improper use in vehicles for transporting persons with reduced mobility
Risk of serious injury when using the product as a seat 
► The manufacturer has not approved wheelchairs with the equipment versions and options listed below for use

as a seat in vehicles for transporting persons with reduced mobility.
► In vehicles for transporting persons with reduced mobility, only use the seats installed in the vehicle with the

corresponding personal restraint systems.
► Please contact the qualified personnel for up-to-day information regarding transportation in a vehicle for trans

porting persons with reduced mobility.

Option
Crutch holder with tip-assist, right/left
Angle-adjustable back support
Back support height < 400 mm
Drive wheels 26"

31Avantgarde XXL 2

Use

※ 1 上記のオプションすべてが車いすに取付けられているわけではありません
※ 2 工具を使用せずに
※ 3 車いすにリヤホイールが装着されている場合は、取外す必要はありません。
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※ 5 簡易電動ユニットは弊社ではテストしておりません。
※ 6 簡易電動ユニットの製造元が福祉車両内での使用を許可している場合は、同メーカーの支持に沿って使用してください。
※ 7 特注のオプションは、場合によっては福祉車両内での使用が禁止されることが有ります。
※ 4 車両側のシートベルトの使用は必須ですが、ユーザーの姿勢保持用としては使用することが可能です。

6.20 お手入れ

洗浄の不足または不適切な清掃による感染症による健康被害および不適切な取扱いによる破損
▶製品は定期的に清掃してください。
▶清掃後は、製品の動作を確認してください。

製品の布部分（カバーなど）のラベルに記載されている洗濯方法に注意してください。
情報

6.20.1 クリーニング
汚れの程度と使用頻度に応じて、少なくとも月 1 回、定期的に製品をクリーニングしてください。

6.20.1.1 手洗いによるクリーニング
1) 温水で薄めた中性洗剤を使用しパッドと座シート・背シートを洗浄します。
2) スポンジや柔らかいブラシで汚れを落とします。
3) きれいな水で十分にすすぎ、よく乾燥させてください。

クリーニングに関する重要な情報
・　 プラスチック部品・フレーム部品、フレームとホイールは薄めた中性洗剤と湿った布を使用してクリーニングします。強力なクリーナー

や溶剤、硬いブラシ等は使用しないでください。
・　高圧洗浄機や強い水流でクリーニングしないでください。水が浸入すると腐食の原因となります。

6.20.1.2 ベルト／ストラップのクリーニング
メタルバックル付ベルトのクリーニング

製品のクリーニングに関する推奨事項や扱説明書の支持に従ってください。
情報

・　メタルバックルが付いているベルトは、バックル内に水が入り込む可能性があるため、洗濯機で洗うことはできません。
・　ベルト・ストラップの汚れは、ぬるま湯で薄めた石鹸水（殺菌効果付）で軽くたたき、乾いた吸水性のある布で拭いてください。

プラスチックバックルが付いているベルトのクリーニング
モデルによっては、プラスチックバックル付きのベルトは、洗濯機で洗うこともできます。または乾いた吸水性のある布で浮いてください。

・　洗浄後のベルトは自然乾燥させてください。
・　取付ける前に、ベルトやパッドが完全に乾いていることを確認してください。
・　ベルトを直接熱（直射日光・ストーブ・ラジエーター等）に近づけないでください。
・　ベルトにアイロンをかけたり、漂白しないでください。

6.20.2 消毒
1) 消毒を行う前に、パッドおよびハンドルを十分に洗浄してください。
2) 車いすの全ての部分を、消毒剤で拭いてください。
消毒に関するその他の情報
複数の使用者が同じ車いすを使う場合には、都度消毒を行ってください。
消毒剤は、水ベースの無色の物を使ってください。また、消毒剤メーカーの使用説明書にしたがって使用してください。
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7 メンテナンスと修理

不十分なメンテナンス
利用者の受傷及びメンテナンスの不履行による製品の損傷
▶ 利用者は、この項で説明されているメンテナンス作業のみを行ってください。その他のメンテナンスや修理は、販売店の技術

者によって行ってください。
▶製品の機能・動作と安全性を確認するために、少なくとも年に 1 回のメンテナンスを行ってください。
▶ 身体寸法や体重が変化するユーザーや症状が変化する利用者は、少なくとも 6 か月に 1 回の製品検査・調整・整備を受けてく

ださい。

警告

不適切なメンテナンス
ボルト締結部の緩みによる使用者の重症
▶ ボルトの締結が確実に行われていることを定期的に確認してください。
▶ボルトの緩みや欠損見つかった場合は、直ちに販売店に連絡してください。

警告

・　使用前に製品の機能を確認してください。
・　 部品やフレームの緩み・摩耗・曲がり、損傷、ひび割れなどの欠陥が認められた場合、また、車いすの挙動が急に不安定になった

り操作性が急変した際も、直ちに製品の使用を止め、販売店に連絡してください。修理について販売店の技術者に依頼してください。
・　一部のメンテナンスに限り、使用者が行うことができます。
・　製品のメンテナンスを怠ると、製品の使用者が怪我をする恐れがあります。

7.1 メンテナンス間隔
以下の項目については、使用者または介助者が定期的に確認を行ってください。

項目 使用前（毎回） 毎月 3 か月に 1 度

ブレーキの効き ●

シートやバックサポートのたるみ ●

フットサポートの安定性 ●

タイヤやキャスターなど消耗品の摩耗 ●

ベアリングの汚れ ●

ハンドリムの損傷 ●

タイヤの空気圧 ●

折りたたみ機構の摩耗 ●

リヤホイールのスポークの緩み ●

ボルトの緩みや欠損の有無 ●

製品ラベルやマークの判読性 ●

7.2 メンテナンス作業
製品の良好な状態を保つために、ある程度の技術スキルを持つ使用者や介助者が一部のメンテナンスを行うことができます。
・　�ボルトの緩みや欠損の有無は、必ず定期的に確認してください。とくに新しい製品の使用開始直後や調整後は注意して確認してくだ
さい。同じボルトが繰り返し緩む場合は、販売店に連絡してください。

・　�車いすの使用に伴い、キャスター軸やキャスターフォークのボルトに汚れやごみ（ほこりや髪の毛度）が溜まります。これにより操作
性が悪くなることが有ります。

・　�本製品は、リヤホイールにクイックリリースシャフト（着脱ハブ）を採用しています。スムーズな動作を維持するため、車軸や車軸受
けに余分な汚れやごみなどが付着していないかどうか確認してください。クイックリリーズシャフトには、樹脂の含まれていない軽い
オイル（ミシン油）などが適しています。

・　車いすが濡れた場合は、必ず拭いて乾かしてください。
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7.3 修理

誤った調整や修理により、使用者が怪我をする恐れがあります。
▶修理は販売店の技術者に依頼してください。

警告

8 修理

不十分なメンテナンス
利用者の受傷及びメンテナンスの不履行による製品の損傷
▶ 利用者は、この項で説明されているメンテナンス作業のみを行ってください。その他のメンテナンスや修理は、販売店の技術

者によって行ってください。
▶製品の機能・動作と安全性を確認するために、少なくとも年に 1 回のメンテナンスを行ってください。
▶ 身体寸法や体重が変化するユーザーや症状が変化する利用者は、少なくとも 6 か月に 1 回の製品検査・調整・整備を受けてく

ださい。

警告

8.1 廃棄に関する情報
製品を廃棄する場合は、購入された販売店に依頼してください。
製品や付属品はそれぞれの国の法規制にしたがって適切に廃棄してください。

9 法的情報

9.1 責任
メーカーは、製品がこの文書に記載されている説明および指示にしたがって使用したばあいにのみ、その責任を負います。メーカーは、
本文に記載されている情報を無視した製品の不適切な使用や改造によって生じる損害については責任を負いません。

全ての法的条件は、使用する国のそれぞれの国内法に準拠して下さい。

9.2 保証
保証条件の詳細については、オットーボック・ジャパン株式会社、またはこの製品を販売・調整した販売店の担当者に問い合わせてくだ
さい。

9.3 耐用年数
本製品の予想耐用年数は 4年です。
製品の設計・製造及び使用目的の要件は、予想される耐用年数に基づいています。これらには、製品の機能性と安全性を確保するメン
テナンスの要件も含まれます。
本書の内容やメンテナンス間隔を遵守せずに予想耐用年数を超えて製品を使用すると、破損や怪我のリスクが増加します。

10 テクニカルデータ

▶ 下記のテクニカルデータの多くは mm 単位で表示されています。特に指定が無い限り、mm 単位での調整は不可で、約 1cm 単位
での調整となります。

▶また、それぞれの値には、± 10mm および± 2°の誤差を含みます。

情報
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▶ 下記のテクニカルデータは、理論上の数値となります。
▶ 表示されている全ての調整範囲が、全ての車いすの仕様で適用できるわけではありません。仕様により調整範囲が制限される場合

があります。
▶テクニカルデータや仕様については、予告なく変更する場合があります。

情報

アバンギャルド XXL2

耐荷重（kg） 180

輸送重量 (kg) *1
11.3 ～（フレーム）
1.3 ～ (24 “ホイール )

最低空気圧 (bar)*2 7 bar

タイヤの種類 エアタイヤ / ノンパンクタイヤ

キャスターの種類 ソリッドラバー、ソフトラバー、エア

登坂可能範囲 (° / %) *3,*4,*5 7 / 12.4

*1 製品重量はサイズや選択したオプションによって変動します。
*2 タイヤによって異なります。各タイヤ側面の表記をご確認ください。
*3 ブレーキや停車も、この数値に従ってください。
*4 全ての方向に対して適応されます。
*5 ISO^7176-1 に準拠しています。

テクニカルデータ
最小 最大

重量（kg）*1 14(*2) 17(*2)

全長（mm） 790 1140

全幅（mm） 695 850

全長（mm：折りたたみ時） 790 1140

幅（mm：折りたたみ時） 320 380

高さ（mm：折りたたみ時） 700 1060

最大座角（°） 15

座奥行（mm） 400 560

座幅 (mm) 460 620

前座高（mm） 460 530

後座高（mm） 410 530

バックサポート角度 (° ) -9 +15

背高 ( ｍ ｍ ) 250 500

フットサポート高さ (mm) 320 550(*3)

アームサポート高さ（mm） 245 340

ハンドリム直径（ｍ ｍ） 470 560

最小回転半径 ,*1) 550 740

*1 ISO 7176-1 に準拠しています
*2 重量は、選択したサイズやオプションによって異なります。
*3 地面とのクリアランスによる制限があります。シートの高さやフットパネルおよびフットパネルの角度によって異なります。
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最小 最大

重量（kg）*1 14(*2) 17(*2)

全長（mm） 790 1140

全幅（mm） 695 850

全長（mm：折りたたみ時） 790 1140

幅（mm：折りたたみ時） 320 380

高さ（mm：折りたたみ時） 700 1060

最大座角（°） 15

座奥行（mm） 400 560

座幅 (mm) 460 620

前座高（mm） 460 530

後座高（mm） 410 530

バックサポート角度 (° ) -9 +15

背高 ( ｍ ｍ ) 250 500

フットサポート高さ (mm) 320 550(*3)

アームサポート高さ（mm） 245 340

ハンドリム直径（ｍ ｍ） 470 560

最小回転半径 ,*1) 550 740

使用環境
温度と相対湿度

使用時の温度〈℃〉 -10- +40

輸送時・保管時の温度〈℃〉 -10- +40

湿度〈％〉 45-85 ( 結露しないこと )
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